
ベ
ギ
ン
運
動
の
理
解
に
お
け
る
聖
俗
二
分
法
の
限
界

上
　
　
條

敏
　
　
子

（133）　ベギン運動の理解における聖俗二分法の限界

運
動
の
成
立

　
十
二
世
紀
な
い
し
士
二
世
紀
以
降
、
北
西
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
諸
都

市
で
半
聖
半
俗
の
生
活
を
営
む
女
性
が
増
加
し
た
。
い
わ
ゆ
る

ベ
ギ
ン
で
あ
る
。

　
一
二
四
三
年
頃
記
録
さ
れ
た
マ
シ
ュ
ー
H
バ
リ
ス
の
年
代
記

に
よ
れ
ば
、
彼
ら
は
、
純
潔
と
生
活
の
簡
素
を
旨
と
す
る
信
仰

の
生
活
に
は
い
っ
て
、
修
道
老
を
自
称
し
て
い
た
が
、
修
道
会

に
所
属
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
修
道
禁
域
を
守
っ
て
い
た
の
で
も

　
　
（
1
）

な
か
っ
た
。
現
代
の
教
会
法
の
規
定
に
よ
っ
て
分
類
す
れ
ぱ
、

ベ
ギ
ン
は
修
道
女
で
は
な
い
。
し
か
し
、
一
二
七
四
年
頃
、
ト

ゥ
ル
ネ
の
ギ
ベ
ー
ル
が
嘆
い
た
よ
う
に
、
そ
の
生
活
様
式
ゆ
え

に
彼
女
ら
は
、
「
俗
人
と
呼
ぷ
べ
き
か
、
修
道
女
と
呼
ぶ
べ
き
か

　
　
　
　
　
　
（
2
）

断
じ
」
が
た
か
っ
た
。

　
マ
シ
ュ
ー
H
バ
リ
ス
は
、
ロ
ン
ド
ン
近
郊
の
セ
ン
ト
H
オ
ー

ル
バ
ン
ズ
修
道
院
の
修
道
士
で
あ
る
が
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
の

は
夫
陸
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
ぎ
　
巨
昌
8
烏
　
需
曽
一
ω
g

昌
印
邑
昌
巴
目
昌
邑
宥
マ
｛
…
…
向
胃
昌
一
ε
①
具
冒
①
昌
ω
ぎ
σ
屋
三

凹
o
①
〇
一
目
仁
岸
甘
＝
o
邑
〕
p
↓
⊆
H
一
⊆
↓
ぎ
q
く
岸
｝
言
O
o
－
o
邑
①
①
一
〇
印
『
・

↓
亭
易
＆
討
8
暮
旨
易
旨
o
目
旨
與
ぎ
く
g
マ
雪
け
胃
こ
の
老
た

ち
は
、
最
近
と
み
に
増
え
て
、
「
ケ
ル
ン
市
と
そ
の
周
辺
で
二
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

○
○
人
」
を
数
え
る
、
と
年
代
記
に
は
あ
る
。

　
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
の
都
市
は
、
現
代
の
基
準
か
ら
す
れ
ぱ
一

般
に
驚
く
程
小
さ
い
。
中
世
ケ
ル
ン
市
は
、
ア
ル
プ
ス
以
北
の
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ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
で
は
十
指
に
入
る
大
都
市
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

口
は
、
十
三
世
紀
初
頭
で
推
定
一
万
五
〇
〇
〇
人
程
度
、
二
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
↓

二
〇
年
頃
で
三
万
七
〇
〇
〇
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
二
〇
〇
〇
人
と
い
う
数
字
は
、
市
の
周
辺
ま
で
含
め
て
い

る
こ
と
を
考
え
て
も
、
人
口
に
対
し
て
無
視
で
き
な
い
比
率
を

示
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
マ
シ
ュ
ー
も
、
こ
の
風
潮
に
強
い
印
象
を
も
っ
た
ら
し
く
、

そ
の
後
も
何
度
か
同
じ
問
題
を
と
り
あ
げ
た
。
し
か
し
、
一
二

五
〇
年
頃
の
記
述
で
は
、
彼
ら
が
ベ
ギ
ノ
も
し
く
は
ベ
ギ
ナ
と

呼
ぱ
れ
る
所
以
も
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
し
て
現
れ
た
の
か
も

解
ら
な
い
と
あ
る
。

　
た
だ
し
、
マ
シ
ュ
ー
は
、
こ
の
生
活
の
実
践
老
は
「
男
女
に

あ
っ
た
が
殊
に
女
性
に
多
か
っ
た
」
ぎ
鼻
R
8
烏
ω
異
ε
ω
9

旨
買
巨
巴
目
旨
巨
①
σ
ユ
と
し
て
お
り
、
運
動
の
成
立
を
、
当
時

の
杜
会
、
経
済
状
況
と
の
関
連
に
お
い
て
と
ら
え
よ
う
と
す
る

な
ら
ぱ
、
そ
の
意
義
を
問
う
こ
と
か
ら
は
じ
め
な
け
れ
ぱ
な
ら

　
　
　
＾
5
）

な
い
だ
ろ
う
。

二
　
語
源
に
つ
い
て
の
研
究
と
そ
の
成
果

　
今
日
ま
で
の
研
究
で
も
、
ベ
ギ
ン
の
名
称
が
、
何
に
由
来
す

る
の
か
は
確
定
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
に
、
有
力
視
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
）

た
説
明
に
は
、
四
説
あ
る
。

　
（
一
）
聖
ベ
ッ
ガ
｝
品
電
（
六
五
九
年
没
）
由
来
説
。
聖
ベ
ヅ

ガ
由
来
説
は
、
十
五
世
紀
の
記
録
に
既
に
み
え
る
が
、
同
じ
史

料
の
古
い
写
本
に
は
記
載
が
な
い
こ
と
か
ら
後
代
に
形
成
さ
れ

た
伝
説
を
根
拠
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ベ
ッ
ガ
が
生

き
た
時
代
か
ら
最
初
の
ベ
ギ
ン
の
登
場
ま
で
に
数
世
紀
の
タ
イ

ム
ー
－
ラ
グ
が
あ
る
点
に
説
明
が
っ
か
ず
、
聖
ベ
ッ
ガ
が
ベ
ギ
ン

運
動
に
果
た
し
た
現
実
的
な
役
割
を
証
拠
だ
て
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

　
（
二
）
ラ
ン
ベ
ー
ル
ー
印
冒
σ
胃
け
（
一
一
七
七
年
没
）
由
来
説
。

ラ
ン
ベ
ー
ル
は
、
十
二
世
紀
の
リ
エ
ー
ジ
ュ
の
改
革
派
司
祭
で

あ
り
、
ル
ー
ー
べ
ー
グ
ー
①
団
①
O
q
⊆
①
（
ど
も
り
の
意
と
も
）
の
あ
だ

名
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
ラ
ン
ベ
ー
ル
が
ベ
ギ
ン
会
の
創
始
老
で

あ
る
と
す
る
伝
承
は
古
く
か
ら
あ
っ
た
。
ベ
ギ
ン
の
名
称
が
彼

の
あ
だ
名
に
由
来
す
る
と
す
る
説
の
弱
点
は
、
ラ
ン
ベ
ー
ル
は
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初
期
の
史
料
で
ル
H
べ
ー
グ
と
呼
ぱ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

従
っ
て
論
理
的
に
は
、
ラ
ン
ベ
ー
ル
の
ル
H
べ
ー
グ
の
あ
だ
名

の
方
が
、
ベ
ギ
ン
の
名
称
に
由
来
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
（
三
）
異
端
ア
ル
ビ
ジ
目
ワ
派
≧
巨
o
q
竃
色
ω
派
生
説
。
ベ
ル

ギ
ー
の
ヴ
7
ン
H
ミ
エ
ル
ロ
が
提
起
し
た
仮
説
で
あ
り
、
現
在

最
有
力
視
さ
れ
て
い
る
が
、
音
韻
変
化
論
的
に
は
疑
わ
し
い
。

　
（
四
）
べ
ー
ジ
ュ
σ
晶
①
由
来
説
。
中
世
に
お
い
て
は
、
ベ
ネ

デ
ィ
ク
ト
会
の
修
道
士
を
黒
の
修
道
士
と
よ
ぶ
な
ど
、
　
一
般
民

衆
が
衣
の
色
に
よ
り
修
道
士
を
見
分
け
、
通
称
と
す
る
こ
と
は

一
般
的
で
あ
っ
た
。
べ
ー
ジ
ュ
由
来
説
は
、
ベ
ギ
ン
の
名
称
も
、

彼
女
ら
が
ま
と
っ
た
灰
褐
色
の
衣
の
色
を
言
う
フ
ラ
ン
ス
語
か

ら
転
誰
し
た
と
す
る
。

　
語
源
論
争
は
、
現
在
で
も
完
全
に
は
決
着
が
つ
い
て
い
な
い

と
い
う
意
味
で
は
、
成
果
が
な
か
っ
た
と
も
言
え
る
が
、
い
わ

ゆ
る
ベ
ギ
ン
会
の
出
発
点
に
は
一
人
の
創
設
老
が
み
あ
た
ら
な

い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
自
体
は
「
成
果
」
で
あ
っ
た
。
現

代
の
研
究
老
は
、
ベ
ギ
ン
会
の
起
点
が
組
織
と
し
て
の
「
会
」

に
あ
る
と
い
う
発
想
を
放
棄
し
、
そ
の
初
期
に
お
け
る
現
象
形

態
は
自
発
的
運
動
で
あ
っ
た
と
理
解
し
、
二
れ
を
ベ
ギ
ン
運
動

と
呼
ぷ
。

　
グ
レ
ー
ヴ
ェ
ン
に
よ
れ
ぱ
、
運
動
は
＝
一
〇
七
年
頃
リ
エ
ー

ジ
ュ
司
教
区
で
は
じ
ま
り
、
や
が
て
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
一
帯
、

ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
、
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
、
そ
し
て
中
欧

　
　
　
　
（
7
）

へ
と
波
及
し
た
。
た
だ
し
、
広
く
定
義
を
と
っ
て
、
ム
リ
エ
ー

レ
ス
・
レ
リ
ギ
オ
ザ
エ
昌
巨
庁
昌
ω
畠
－
阻
o
留
①
と
呼
ぱ
れ
た

聖
女
を
ベ
ギ
ン
に
含
め
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
、
ベ
ギ
ン
運

動
の
歴
史
は
少
な
く
と
も
十
二
世
紀
末
ま
で
潮
る
。
ま
た
、
認

可
さ
れ
た
修
道
会
に
連
な
る
こ
と
な
く
俗
人
が
宗
教
活
動
を
行

う
こ
と
、
と
定
義
す
る
場
合
に
は
、
フ
ミ
リ
ア
ー
テ
ィ
な
ど
南

ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
の
動
向
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
名

称
の
共
通
性
を
基
準
に
す
る
場
合
に
は
、
十
三
世
紀
末
か
ら
十

四
世
紀
は
じ
め
に
か
け
て
南
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
に
広
ま
っ

た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
第
三
会
の
動
向
も
北
西
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
の
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

象
と
一
括
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
北
方
言
語
で
は
ベ

ギ
ン
は
女
性
だ
け
を
い
い
男
性
は
ベ
ガ
ル
ド
と
よ
ぱ
れ
る
習
慣

で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
南
の
ベ
ギ
ン
は
男
性
を
含
ん
だ
。
一

般
に
ベ
ギ
ン
運
動
は
地
域
差
が
大
き
く
、
こ
と
に
南
方
の
ベ
ギ

ン
は
、
北
方
の
ベ
ギ
ン
と
名
称
以
外
の
共
通
点
を
も
た
な
か
っ
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＾
9
）

た
と
し
て
、
区
別
す
る
こ
と
が
慣
例
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
本
論
で
も
、
北
方
の
動
向
に
問
題
を
限
定
し
て
論
じ
る
こ

と
が
許
さ
れ
よ
う
。

一
一
一
初
期
の
杜
会
経
済
史
的
解
釈

　
北
西
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
の
ベ
ギ
ン
会
の
研
究
に
は
、
都
市
史
研
究

老
の
側
と
宗
教
史
研
究
老
の
側
か
ら
の
二
つ
の
流
れ
が
あ
る
。

近
年
で
こ
そ
、
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
七
世
（
在
位
一
〇
七
三
年

－
一
〇
八
五
年
）
期
に
は
じ
ま
る
教
会
改
革
運
動
の
一
翼
を
担

う
も
の
と
し
て
運
動
を
位
置
づ
け
る
研
究
が
支
配
的
で
あ
る
が
、

十
九
世
紀
末
に
お
け
る
研
究
者
の
関
心
は
、
そ
れ
と
は
全
く
別

の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

　
周
辺
諸
国
に
先
駆
け
て
い
ち
は
や
く
歴
史
学
の
方
法
を
確
立

し
た
ド
イ
ツ
で
は
、
十
九
世
紀
半
ぱ
ま
で
に
、
都
市
史
研
究
老

に
よ
る
優
れ
た
個
別
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
と
に
、
シ
ュ

ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
市
に
つ
い
て
の
一
八
五
八
年
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の

『
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
の
ベ
ギ
ネ
ン
ハ
ウ
ス
』
は
、
都
市
文
書
史

料
の
丹
念
な
分
析
か
ら
、
七
〇
館
を
こ
え
る
ベ
ギ
ネ
ン
ハ
ウ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

｝
晶
－
烏
ま
彗
ω
を
確
認
し
、
古
典
的
研
究
と
な
っ
た
。

　
ま
ず
、
シ
ュ
ミ
ヅ
ト
の
主
張
は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
中
世

の
杜
会
環
境
に
お
け
る
貧
し
い
女
性
の
運
命
は
、
特
に
都
市
に

お
い
て
、
多
く
の
場
合
き
わ
め
て
痛
ま
し
か
っ
た
。
こ
の
状
況

の
下
で
、
「
神
の
家
」
O
0
9
巨
－
ω
が
キ
リ
ス
ト
教
の
善
行
と
し

て
、
「
不
幸
な
構
わ
れ
な
い
階
層
」
の
人
々
の
た
め
に
寄
進
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
u
〕

れ
、
「
神
の
家
」
の
住
人
た
る
女
性
が
ベ
ギ
ン
と
よ
ば
れ
た
。

　
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
こ
の
記
述
を
も
と
に
、
「
神
の
家
」
の
杜
会
経

済
史
的
解
釈
を
試
み
た
の
が
力
ー
ル
ー
ー
ビ
ュ
ッ
ヒ
ャ
ー
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
〕

彼
の
考
え
方
は
、
『
中
世
の
女
性
問
題
』
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
に
よ
れ
ぱ
、
中
世
の
女
性
閻
題
軍
讐
8
串
墨
①
の
「
根

源
」
に
は
、
適
齢
期
男
子
人
口
に
対
し
て
女
子
人
口
が
相
対
的

に
過
剰
で
あ
る
事
実
が
あ
っ
た
。
こ
と
に
都
市
に
お
い
て
は
成

人
女
性
の
人
口
が
男
性
人
口
を
一
割
程
度
も
上
回
っ
て
い
た
。

こ
れ
は
、
フ
ェ
ー
デ
（
「
私
闘
」
、
公
的
権
威
に
よ
る
裁
判
を
ま

た
ず
に
私
的
制
裁
を
行
う
憤
習
を
言
う
）
、
市
民
間
の
争
い
、
商

用
旅
行
な
ど
中
世
都
市
の
男
性
の
生
活
は
危
険
を
と
も
な
い
、

ペ
ス
ト
の
犠
牲
老
も
男
性
が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、

男
性
は
生
活
も
享
楽
的
で
肉
体
労
働
に
よ
る
過
労
も
大
き
か
っ

た
。
さ
ら
に
、
聖
職
老
を
含
め
、
生
涯
を
独
身
で
過
ご
す
老
が
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相
当
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
男
性
と
結
婚
し
て
家
庭
に
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
3
）

こ
と
の
出
来
な
い
女
性
が
多
数
存
在
し
た
。

　
ビ
ュ
ッ
ヒ
ャ
ー
は
こ
こ
に
中
世
の
女
性
の
問
題
の
根
源
を
見

る
。
こ
と
に
問
題
は
、
上
層
の
女
性
に
ふ
さ
わ
し
い
職
業
が
な

か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
下
層
の
単
身
女
性
の
生
活
が
き
わ
め
て

不
安
定
で
身
を
持
ち
崩
し
や
す
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
も
と
は

と
言
え
ぱ
女
子
人
口
の
余
剰
に
発
す
る
こ
の
二
つ
の
問
題
に
こ

た
え
た
の
が
修
道
院
、
富
裕
な
女
性
の
共
同
生
活
の
家
（
ザ
ン

メ
ル
ン
グ
）
、
そ
し
て
前
述
の
「
神
の
家
」
で
あ
っ
た
。
ザ
ン
メ

ル
ン
グ
は
こ
の
世
の
喧
躁
を
逃
れ
て
静
穏
な
生
活
を
送
る
こ
と

を
望
む
富
裕
な
女
性
の
共
同
生
活
の
家
で
あ
っ
た
が
、
神
の
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竈
）

は
、
貧
し
い
独
身
女
性
と
寡
婦
の
た
め
の
施
設
で
あ
っ
た
。
ビ

ュ
ヅ
ヒ
ャ
ー
に
よ
る
「
神
の
家
」
（
ビ
ュ
ヅ
ヒ
ャ
i
に
と
っ
て
は

ベ
ギ
ネ
ン
ハ
ウ
ス
と
同
義
）
の
位
置
付
け
は
お
お
よ
そ
以
上
の

よ
う
に
要
約
し
う
る
。

　
マ
シ
ュ
ー
の
年
代
記
に
も
あ
る
よ
う
に
、
半
聖
半
俗
の
生
活

の
選
択
は
殊
に
女
性
に
多
く
み
ら
れ
た
か
ら
、
ベ
ギ
ネ
ン
ハ
ウ

ス
の
成
立
を
当
時
の
女
性
が
お
か
れ
て
い
た
杜
会
状
況
と
の
関

連
に
お
い
て
と
ら
え
よ
う
と
す
る
の
も
ゆ
え
な
い
こ
と
で
は
な

い
。
し
か
し
人
口
動
態
か
ら
出
発
し
て
、
都
市
の
単
身
女
性
の

生
活
苦
を
説
き
明
か
し
、
ベ
ギ
ネ
ン
ハ
ウ
ス
の
貧
民
救
済
機
能

を
強
調
す
る
説
明
に
は
、
思
い
が
け
な
い
弱
点
も
あ
る
。
ビ
ュ

ッ
ヒ
ャ
ー
説
は
少
な
く
と
も
二
つ
の
方
向
か
ら
挑
戦
さ
れ
て
い

る
。　

第
一
の
批
判
は
中
世
都
市
に
お
け
る
女
子
人
口
過
剰
説
に
向

け
ら
れ
る
。
都
市
に
お
け
る
女
子
人
口
は
一
般
に
男
子
人
口
を

上
回
っ
た
と
す
る
見
解
は
依
然
、
広
く
流
布
し
て
い
る
し
、
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
5
〕

く
根
拠
が
な
い
わ
け
で
も
な
い
。

　
し
か
し
、
中
世
都
市
に
お
い
て
女
子
人
口
が
男
子
人
口
を
薯

し
く
上
回
っ
た
と
い
う
説
明
に
対
し
て
、
最
近
の
研
究
は
、
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

例
を
あ
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
近
代
以
前
に
は
、
人
口
統
計

の
資
料
と
す
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
意
図
し
た
人
口
調
査
は
一

般
的
で
な
く
、
中
世
都
市
の
人
口
構
成
に
つ
い
て
直
接
の
て
が

か
り
は
、
戦
時
下
に
お
け
る
籠
城
人
口
の
調
査
も
し
く
は
、
租

税
台
帳
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
て
い
る
。
史
料
が
限
定
さ
れ
て
い
る
と

い
う
問
題
を
乗
り
越
え
る
こ
と
は
今
後
も
難
し
い
だ
ろ
う
。
し
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か
し
、
ビ
ュ
ッ
ヒ
ャ
ー
説
を
修
正
す
る
方
向
に
学
界
の
見
解
が

動
き
つ
つ
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
中
世
都
市
史
の

碩
学
エ
ン
ネ
ン
の
近
薯
は
、
中
世
都
市
に
お
い
て
は
、
女
子
人

口
が
男
子
人
口
を
上
回
っ
た
と
決
め
て
か
か
る
こ
と
も
、
逆
に

男
子
人
口
の
相
対
的
過
剰
を
仮
定
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
す

　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
〕

る
見
解
を
示
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
都
市
に
お
け
る
女
子
人
口
の
相
対
的
過
剰
を
認
め
る

場
合
に
も
、
男
子
の
高
い
死
亡
率
に
そ
の
原
因
を
求
め
る
研
究

老
は
少
な
い
。
単
身
老
は
、
男
女
の
人
口
が
均
衡
し
た
状
態
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

も
増
加
し
う
る
。
こ
と
に
人
口
移
動
の
影
響
は
無
視
で
き
な
い
。

　
モ
ン
ス
市
（
北
フ
ラ
ン
ス
）
の
ベ
ギ
ン
会
を
十
三
、
四
世
紀

に
つ
い
て
検
討
し
た
最
近
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
同
市
で
は
、
設

立
老
の
知
ら
れ
る
コ
ン
ヴ
ェ
ン
ト
ニ
士
二
の
う
ち
、
半
分
以
上

に
あ
た
る
十
四
が
都
市
に
拠
点
を
も
た
な
い
家
門
に
よ
る
設
立

　
　
（
1
9
）

で
あ
っ
た
。
や
や
時
代
が
後
に
な
る
が
、
ベ
ル
ギ
ー
で
は
、
　
一

五
九
八
年
か
ら
一
七
八
○
年
に
か
け
て
、
レ
ー
ヴ
ェ
ン
の
ク
レ

イ
ネ
ー
ー
ベ
ギ
ン
ホ
フ
（
ベ
ギ
ン
ホ
フ
は
南
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
に

固
有
の
施
設
）
に
居
住
し
た
ベ
ギ
ン
の
四
十
三
％
は
市
外
出
身

老
、
ニ
ハ
九
一
年
の
ト
ゥ
ル
ネ
の
マ
ド
レ
ー
ヌ
H
ベ
ギ
ン
ホ
フ

で
は
、
四
十
八
％
が
市
外
の
生
ま
れ
だ
っ
た
。
市
外
出
身
老
の

占
め
る
比
率
は
、
ス
ィ
ン
ト
ー
1
ト
ラ
イ
デ
ン
（
一
七
八
○
年
、

六
十
二
％
）
、
デ
ィ
ー
ス
ト
（
一
五
七
〇
年
、
八
十
二
％
）
、
ヘ

ン
ト
の
ス
ィ
ン
ト
ー
ー
エ
リ
ザ
ベ
i
ト
H
ベ
ギ
ン
ホ
フ
（
十
八
世

紀
末
、
八
十
四
％
）
、
ホ
ー
ヒ
ス
ト
ラ
ー
テ
ン
（
ニ
ハ
一
九
年
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
〕

九
十
五
％
）
で
は
、
さ
ら
に
高
い
。

　
初
期
の
都
市
史
研
究
に
は
、
都
市
を
周
辺
領
域
か
ら
切
り
離

さ
れ
た
閉
鎖
的
空
間
と
し
て
と
ら
え
た
も
の
が
少
な
く
な
い
。

ベ
ギ
ン
運
動
も
、
ベ
ギ
ン
の
家
が
都
市
に
立
地
し
て
い
た
が
た

め
に
、
何
か
周
辺
の
農
業
地
帯
か
ら
は
切
り
離
さ
れ
た
動
向
の

よ
う
に
分
析
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
う
考
え
る
こ
と
は
お

そ
ら
く
誤
り
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
は
、
十
二
世
紀
に
は
じ
ま
り

前
近
代
の
終
わ
り
に
い
た
る
ま
で
、
え
い
え
い
と
続
く
農
村
か

ら
都
市
へ
の
女
子
人
口
の
移
動
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し

て
、
女
子
人
口
の
相
対
的
優
越
が
人
口
移
動
の
結
果
で
あ
っ
た

と
考
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
、
都
市
の
女
子
人
口
過
剰
ゆ

え
に
ベ
ギ
ネ
ン
ハ
ウ
ス
が
設
置
さ
れ
た
と
す
る
説
明
は
、
原
因

と
結
果
を
と
り
違
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ベ
ギ
ネ
ン
ハ
ウ
ス

が
、
都
市
に
流
入
す
る
女
子
人
口
を
吸
引
し
て
い
た
の
で
あ
れ
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ぱ
、
都
市
の
男
性
の
命
を
か
け
た
「
危
険
な
」
生
活
は
、
ベ
ギ

ン
の
増
加
と
あ
ま
り
関
係
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
の
批
判
は
、
ベ
ギ
ネ
ン
ハ
ウ
ス
が
貧
民
救
済
を
目
的
と

し
て
寄
進
さ
れ
た
と
い
う
説
明
に
向
け
ら
れ
る
。
ベ
ギ
ン
は
果

た
し
て
、
都
市
の
下
層
民
だ
っ
た
の
か
、
が
問
い
な
お
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
ベ
ギ
ネ
ン
ハ
ウ
ス
は
経
済
的
に
困
窮
す
る
女

性
を
堕
落
か
ら
ま
も
る
た
め
に
寄
進
さ
れ
た
と
す
る
主
張
の
前

提
は
、
ベ
ギ
ン
ネ
ン
ハ
ウ
ス
に
収
容
さ
れ
た
ベ
ギ
ン
が
一
義
的

に
は
都
市
の
貧
困
層
で
あ
っ
た
、
と
い
う
理
解
に
あ
る
。
近
年

の
実
証
研
究
は
し
か
し
、
初
期
の
ベ
ギ
ン
の
出
身
階
層
に
つ
い

て
、
む
し
ろ
逆
の
事
実
を
指
摘
す
る
傾
向
に
あ
る
。
ベ
ギ
ン
は

都
市
の
下
層
民
だ
っ
た
の
で
は
な
い
、
初
期
の
ベ
ギ
ン
に
は
下

層
の
貴
族
と
富
裕
な
市
民
層
出
身
の
女
性
が
む
し
ろ
多
か
っ
た
、

　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ビ
ュ
ッ
ヒ
ャ
ー
ら
、
十
九
世
紀
末
の
杜

会
経
済
史
家
は
、
貧
し
い
ベ
ギ
ン
と
い
う
史
料
中
σ
表
現
を
、

出
身
階
層
の
卑
し
さ
、
経
済
的
な
困
窮
を
示
す
も
の
と
解
釈
し

て
い
た
。
し
か
し
、
中
世
に
お
け
る
貧
困
の
意
味
は
多
義
的
で

あ
り
、
こ
と
に
キ
リ
ス
ト
教
文
化
に
は
、
貧
民
を
、
財
産
も
定

職
も
な
く
裸
足
で
遍
歴
し
た
キ
リ
ス
ト
に
な
ぞ
ら
え
る
伝
統
が

　
＾
2
2
）

あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
極
端
な
例
を
と
れ
ば
、
生
活
を
安
定
さ

せ
る
た
め
に
財
産
を
寄
進
し
て
宗
教
団
体
の
一
員
と
な
る
こ
と

も
「
貧
し
い
」
生
活
に
入
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
つ
ま
り
、
宗

教
的
な
含
意
を
も
っ
て
用
い
ら
れ
る
「
貧
し
さ
」
は
、
物
質
的

保
証
と
必
ず
し
も
相
い
れ
な
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
中
世
の
語
法
を
踏
ま
え
る
な
ら
、
ベ
ギ
ン
運

動
の
成
立
に
は
、
貧
困
の
蔓
延
と
は
別
の
脈
絡
か
ら
の
説
明
が

あ
る
こ
と
に
な
る
。

四
　
宗
教
史
家
に
よ
る
再
解
釈

　
初
期
の
ベ
ギ
ン
は
、
清
貧
の
理
念
に
強
く
影
響
さ
れ
て
、
物

質
的
な
富
を
あ
え
て
自
ら
放
棄
し
た
、
こ
う
主
張
し
た
の
は
、

グ
ル
ン
ト
マ
ン
で
あ
る
。
グ
ル
ン
ト
マ
ン
は
、
初
期
シ
ト
ー
会

修
道
女
が
野
に
出
て
働
い
た
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
シ
ト
ー
会

修
道
女
や
初
期
ベ
ギ
ン
を
動
機
づ
け
て
い
た
の
が
宗
教
的
熱
意

で
あ
る
こ
と
は
疑
い
得
な
い
と
考
え
た
。
そ
し
て
、
こ
の
熱
意

を
疑
う
こ
と
は
時
代
を
読
み
損
な
う
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
る
。

初
期
の
ベ
ギ
ン
と
し
て
グ
ル
ン
ト
マ
ン
の
念
頭
に
あ
っ
た
の
が
、

ニ
ヴ
ェ
ル
生
ま
れ
の
聖
女
オ
イ
グ
ニ
ー
ス
の
マ
リ
ァ
（
二
：
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三
年
没
）
で
あ
る
。
伝
記
に
よ
れ
ば
、
マ
リ
ア
は
、
富
裕
な
両

親
の
下
に
生
ま
れ
て
結
婚
し
て
夫
も
あ
っ
た
が
、
財
産
を
貧
民

に
分
与
し
て
癩
病
老
の
看
護
に
あ
た
っ
た
。
「
不
当
に
得
ら
れ

た
富
を
放
棄
し
た
」
の
で
あ
る
。
ほ
ぽ
同
時
代
人
に
は
ア
ッ
シ

ジ
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
グ
ル
ン
ト
マ
ン
は
、

士
二
世
紀
の
宗
教
運
動
の
き
わ
だ
っ
た
特
徴
と
し
て
「
清
貧
」

を
前
面
に
お
し
だ
し
、
ベ
ギ
ン
運
動
は
、
下
層
民
の
杜
会
的
抗

議
の
運
動
で
は
な
く
、
富
裕
な
都
市
民
が
自
ら
富
を
放
棄
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
）

主
体
的
運
動
で
あ
っ
た
、
と
議
論
し
た
。

　
ま
た
、
グ
ル
ン
ト
マ
ン
は
、
ベ
ギ
ネ
ン
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
も
、

「
貧
し
く
必
要
の
あ
る
女
性
に
ア
ジ
ー
ル
を
与
え
る
二
と
を
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
）

み
も
し
な
か
っ
た
し
で
き
も
し
な
か
っ
た
」
と
し
、
そ
の
意
義

を
女
子
修
道
院
不
足
を
補
う
も
の
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
十
二

世
紀
以
来
の
プ
レ
モ
ン
ト
レ
会
、
シ
ト
ー
会
そ
し
て
托
鉢
修
道

会
に
よ
る
活
発
な
女
子
修
道
院
建
設
を
も
っ
て
し
て
も
、
敬
度

な
生
活
を
望
む
女
性
を
す
べ
て
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
妬
）

っ
た
と
グ
ル
ン
ト
マ
ン
は
言
う
。
グ
ル
ン
ト
マ
ン
の
議
論
の
特

徴
は
、
初
期
ベ
ギ
ン
の
①
出
身
階
層
の
高
さ
と
、
②
宗
教
願
望

の
強
さ
、
そ
し
て
③
女
子
修
道
院
の
収
容
力
の
相
対
的
不
足
、

を
重
視
す
る
点
に
あ
る
。

　
ベ
ギ
ン
を
彩
る
明
自
な
宗
教
色
、
初
期
ベ
ギ
ン
の
出
自
を
考

え
る
と
、
ベ
ギ
ネ
ン
ハ
ウ
ス
の
誕
生
を
士
二
世
紀
の
女
子
修
道

院
の
収
容
能
力
の
限
界
と
関
連
づ
け
る
材
料
は
そ
ろ
っ
て
い
る
。

グ
ル
ン
ト
マ
ン
の
理
解
は
、
学
界
に
強
い
イ
ン
バ
ク
ト
を
与
え
、

ノ
イ
マ
ン
、
マ
ク
ド
ン
ネ
ル
な
ど
そ
の
後
の
研
究
老
の
概
念
的

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

枠
組
み
を
支
配
し
て
き
た
。
最
近
で
は
、
エ
ル
ム
が
、
ベ
ギ
ン

出
現
の
背
景
に
女
子
修
道
院
の
問
題
を
み
て
ベ
ギ
ネ
ン
ト
ゥ
ム

ー
グ
ル
ン
ト
マ
ン
の
用
い
た
概
念
で
、
宗
教
運
動
の
う
ち
修

道
院
形
成
に
至
ら
な
か
っ
た
す
べ
て
の
動
向
を
含
む
ー
の
起

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
〃
〕

源
を
当
時
の
教
会
情
勢
に
辿
っ
て
い
る
。

　
ベ
ギ
ン
運
動
の
前
提
と
し
て
、
エ
ル
ム
が
想
起
す
る
の
は
、

遍
歴
説
教
師
の
ま
わ
り
に
群
れ
を
な
し
た
女
た
ち
で
あ
り
、
プ

レ
モ
ン
ト
レ
会
修
道
院
が
収
容
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
一
万
人
の

女
た
ち
で
あ
り
、
定
員
の
三
倍
に
達
し
た
と
い
わ
れ
る
シ
ト
i

会
女
子
修
道
院
の
女
た
ち
で
あ
る
。
彼
女
等
と
対
に
し
て
彼
が

思
い
出
す
の
は
、
十
二
、
三
世
紀
に
女
子
修
道
院
制
度
の
発
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
鴉
〕

を
妨
げ
た
で
あ
ろ
う
教
会
立
法
で
あ
る
。

　
一
一
四
一
年
、
プ
レ
モ
ン
ト
レ
会
総
会
は
、
併
設
女
子
修
道
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院
の
廃
止
を
決
議
し
、
シ
ト
ー
会
も
後
に
、
同
様
の
姿
勢
で
女

子
修
道
院
に
の
ぞ
む
よ
う
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
二
一
五

年
の
ラ
テ
ラ
ノ
第
四
公
会
議
は
、
新
し
い
修
道
会
の
結
成
を
禁

止
し
た
か
ら
、
独
自
の
女
子
修
道
会
結
成
の
可
能
性
は
閉
ざ
さ

れ
た
。
エ
ル
ム
は
、
こ
れ
ら
、
一
連
の
措
置
を
ベ
ギ
ネ
ン
ト
ゥ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

ム
成
立
と
関
連
づ
け
て
い
る
。

　
グ
ル
ン
ト
マ
ン
と
エ
ル
ム
の
示
す
見
取
図
は
、
実
証
的
な
裏

付
け
を
欠
く
も
の
の
当
時
の
教
会
情
勢
に
目
を
向
付
さ
せ
た
点
、

評
価
さ
れ
る
。
教
会
情
勢
を
視
野
に
い
れ
る
こ
と
で
時
代
背
景

へ
の
理
解
が
深
ま
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
課
題
も
残
さ
れ

て
い
る
。

　
ま
ず
、
立
法
が
現
実
に
ど
う
施
行
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
現
実

的
効
果
を
も
っ
た
の
か
、
修
道
会
が
女
子
修
道
院
の
併
設
を
禁

止
す
る
に
至
る
経
過
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
の
検
討

は
弱
い
。
近
年
で
は
、
シ
ュ
タ
イ
ン
、
フ
リ
ー
ド
な
ど
に
よ
り
、

シ
ト
ー
会
決
議
が
さ
し
た
る
実
行
力
を
も
た
な
か
っ
た
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

指
摘
さ
れ
て
お
り
、
実
態
を
踏
ま
え
た
議
論
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
修
道
会
か
ら
女
性
が
排
除
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
か

っ
た
理
由
の
説
明
も
不
十
分
に
感
じ
ら
れ
る
。
エ
ル
ム
は
、
修

道
士
に
と
っ
て
女
性
の
修
道
願
望
に
応
え
つ
つ
、
同
時
に
自
分

達
自
身
の
修
道
生
活
－
そ
の
本
質
は
、
礼
拝
と
禁
欲
　
　
を

守
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
エ

ル
ム
の
議
論
は
、
宙
に
う
い
た
よ
う
な
か
ん
じ
を
う
け
る
。
女

性
た
ち
を
ベ
ギ
ン
運
動
へ
と
む
か
わ
せ
た
欲
求
が
な
に
に
根
差

し
て
い
た
の
か
が
、
全
く
み
え
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
エ
ル
ム
の
限
界
は
、
女
子
修
道
院
と
ベ
ギ
ネ
ン
ハ
ウ
ス
に
共

通
す
る
問
題
と
そ
う
で
な
い
問
題
を
見
落
と
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
ベ
ギ
ン
運
動
独
自
の
指
向
に
つ
い
て
は
何

も
語
ら
れ
ず
に
お
わ
る
。
グ
ル
ン
ト
マ
ン
に
戻
っ
て
、
答
え
を

探
し
て
も
無
駄
で
あ
る
。
グ
ル
ン
ト
マ
ン
は
、
「
も
と
も
と
共

通
性
を
も
っ
た
運
動
が
、
教
皇
庁
、
修
道
会
、
女
性
の
共
同
体

自
身
の
措
置
と
決
定
に
よ
り
、
多
様
な
組
織
形
態
へ
と
形
を
整

え
て
ゆ
き
、
固
有
の
発
展
を
と
げ
る
」
と
整
理
し
て
い
た
か
ら

　
（
3
1
）

で
あ
る
。
ま
た
、
グ
ル
ン
ト
マ
ン
は
、
ベ
ギ
ン
運
動
の
特
徴
は
、

修
道
院
史
、
異
端
史
と
一
括
し
て
論
じ
る
方
が
よ
く
わ
か
る
、

と
の
立
場
に
立
ち
、
ベ
ギ
ン
運
動
を
そ
れ
と
し
て
論
じ
る
必
要

を
認
め
て
い
な
い
。
そ
の
結
果
、
時
代
の
精
神
風
潮
と
し
て
清

貧
へ
の
愛
が
指
摘
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
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そ
こ
で
、
つ
ぎ
に
、
修
道
女
と
ベ
ギ
ン
の
生
活
と
義
務
を
簡

単
に
概
観
し
、
最
後
に
、
ベ
ギ
ン
増
加
の
問
題
に
戻
り
た
い
。

五
　
ベ
ギ
ン
運
動
の
現
象
形
態

　
ノ
イ
マ
ン
に
よ
れ
ぱ
、
ベ
ギ
ン
の
生
活
は
五
つ
の
基
本
類
型

に
わ
け
ら
れ
る
。

　
第
一
の
類
型
は
、
内
面
の
強
い
信
仰
と
、
私
的
領
域
で
行
わ

れ
る
宗
教
的
実
践
の
ほ
か
に
は
一
般
と
変
わ
る
こ
と
の
な
い
生

活
を
続
け
る
場
合
で
あ
る
。
第
一
類
型
は
こ
と
に
初
期
の
現
象

で
あ
る
が
、
女
中
、
家
政
婦
、
洗
濯
女
な
ど
の
仕
事
を
続
け
る

こ
と
も
可
能
で
あ
る
た
め
、
誰
で
も
実
践
で
き
た
。

　
第
二
類
型
は
、
親
な
い
し
親
類
縁
老
の
家
共
同
体
に
包
摂
さ

れ
て
い
る
場
合
で
あ
り
、
や
は
り
初
期
に
限
定
さ
れ
た
。

　
第
三
類
型
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
生
活
と
の
訣
別
が
お
こ
る
。

農
村
共
同
体
を
離
れ
て
都
市
に
移
住
し
て
、
家
を
購
入
な
い
し
、

賃
貸
し
た
場
合
、
都
市
に
最
小
規
模
の
共
同
体
を
形
成
し
た
場

合
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

　
第
四
類
型
は
、
お
お
む
ね
第
三
類
型
の
共
同
体
を
出
発
点
と

し
て
三
人
以
上
の
女
性
に
よ
る
共
同
体
形
成
に
い
た
っ
た
場
合

で
あ
る
。
共
同
体
形
成
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
は
、
女
性
た
ち
の

間
か
ら
生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ぱ
、
外
部
か
ら
の
寄
進
行
為
を

き
っ
か
け
と
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
こ
の
種
の
共
同
体
は
い
ず

れ
の
年
代
に
も
み
ら
れ
、
ベ
ギ
ン
思
①
q
巨
雪
g
昌
を
特
徴
づ
け

て
い
る
。

　
第
五
類
型
は
、
後
期
の
現
象
で
あ
り
、
第
四
類
型
が
主
に
十

五
世
紀
に
発
展
し
て
律
修
修
道
院
o
a
雪
県
o
…
g
一
と
な
っ

た
場
合
で
あ
る
。
修
道
会
則
o
邑
雪
貿
娼
①
－
を
う
け
い
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
2
）

場
合
の
ベ
ギ
ン
共
同
体
と
言
う
こ
と
に
な
る
。

　
ノ
イ
マ
ン
の
五
つ
の
類
型
は
、
世
俗
に
近
い
生
活
か
ら
修
道

院
生
活
ま
で
段
階
的
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
類
型

を
修
道
院
生
活
と
比
較
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
最
初
の

方
に
あ
げ
ら
れ
た
類
型
ほ
ど
、
修
道
院
生
活
か
ら
遠
く
、
最
後

の
方
に
あ
げ
ら
れ
た
類
型
ほ
ど
修
道
院
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
類
型
だ
け
を
み
る
と
、
ベ
ギ
ン
運
動
が
修
遣
院
形
成
を
目

指
し
な
が
ら
そ
こ
に
到
達
し
な
か
っ
た
運
動
で
あ
る
か
の
印
象

が
も
た
れ
る
。

　
し
か
し
、
そ
う
考
え
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
正
し
く
な
い
。

共
住
律
修
生
活
へ
の
接
近
が
、
修
道
老
の
最
終
目
標
で
あ
る
と

342



（143）　ベギン運動の理解における聖俗二分法の限界

い
う
思
考
は
、
あ
る
種
の
価
値
観
の
反
映
で
あ
る
。
ベ
ギ
ン
運

動
は
、
そ
の
現
象
形
態
か
ら
考
え
て
、
世
俗
か
ら
の
離
脱
を
目

指
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。

　
ベ
ギ
ン
が
求
め
た
も
の
が
何
で
あ
っ
た
か
、
を
理
解
す
る
た

め
に
は
、
ベ
ギ
ン
運
動
の
到
達
点
と
も
言
え
る
ベ
ギ
ン
ホ
フ

冨
o
q
旨
旨
o
｛
に
お
け
る
女
性
た
ち
の
生
活
形
態
を
見
る
こ
と
が

　
　
　
　
＾
3
3
）

有
効
で
あ
ろ
う
。

　
ベ
ギ
ン
ホ
フ
と
は
、
ベ
ギ
ン
と
し
て
の
生
活
を
選
択
し
た
女

性
の
た
め
の
居
住
空
間
で
あ
り
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
を
中

心
に
十
三
世
紀
に
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
ベ
ギ
ン
ホ
フ
は
、
ブ
ラ

バ
ン
ト
地
方
、
フ
ラ
ン
ド
ル
地
方
な
ど
に
残
っ
て
お
り
、
ベ
ル

ギ
ー
で
は
現
在
も
少
数
な
が
ら
古
来
の
生
活
様
式
を
守
っ
て
ベ

ギ
ン
と
し
て
生
活
す
る
女
性
が
あ
る
。
彼
女
ら
は
、
ヴ
ェ
ー
ル

を
つ
け
、
黒
い
修
道
女
風
の
衣
装
を
ま
と
っ
て
お
り
、
素
人
目

に
は
修
道
女
と
区
別
が
つ
き
に
く
い
。
ま
た
、
朝
夕
に
開
閉
さ

れ
る
門
に
よ
っ
て
外
界
か
ら
遮
断
さ
れ
る
領
域
に
居
住
し
た
点

で
も
、
修
道
女
と
の
類
似
性
を
認
め
得
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　
し
か
し
、
ベ
ギ
ン
ホ
フ
制
度
に
つ
い
て
の
基
本
的
研
究
を
薯

し
た
フ
ィ
リ
ッ
ペ
ン
に
よ
れ
ぱ
、
「
修
道
院
に
入
る
こ
と
は
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
銅
）

ギ
ン
の
生
活
に
入
る
こ
と
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
た
L
。

　
両
老
の
最
も
わ
か
り
や
す
い
相
違
は
、
誓
願
の
内
容
と
拘
束

力
に
み
ら
れ
る
。
ま
ず
、
修
道
女
は
、
清
貧
、
従
順
、
純
潔
を

誓
う
。
そ
し
て
、
一
度
た
て
た
誓
願
は
生
涯
に
わ
た
る
法
的
拘

束
力
を
も
ち
、
誓
い
を
破
れ
ぱ
教
会
法
に
よ
る
処
罰
の
対
象
に

な
っ
た
。
他
方
、
ベ
ギ
ン
の
誓
願
は
、
従
順
、
純
潔
を
含
む
点

で
は
修
道
女
と
共
通
し
て
い
る
が
、
個
人
と
し
て
無
所
有
に
な

る
必
要
は
な
く
、
簡
素
な
生
活
を
営
む
こ
と
だ
け
を
求
め
ら
れ

た
。
ま
た
、
誓
願
は
ベ
ギ
ン
ホ
フ
に
居
住
す
る
期
間
の
み
拘
束

力
を
も
つ
も
の
と
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ベ
ギ
ン
に
な
っ
て

も
財
産
管
理
権
は
失
わ
れ
ず
、
誓
願
を
撤
回
す
る
可
能
性
が
残

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
文
字
ど
お
り
に
と
れ
ぱ
、
ベ
ギ
ン

ホ
フ
か
ら
で
れ
ば
結
婚
も
で
き
た
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
実

際
に
は
、
誓
い
を
破
る
こ
と
は
犯
罪
で
は
な
か
っ
た
が
醜
聞
で

あ
っ
た
た
め
、
一
度
ベ
ギ
ン
と
し
て
ヴ
ェ
ー
ル
を
っ
け
た
女
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
5
）

が
外
の
生
活
に
戻
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
十
八
世
紀
の
教
会
人
に
言
わ
せ
れ
ば
、
ベ
ル
ギ
ー
人
の
「
自

由
を
好
む
国
民
性
は
、
強
制
さ
れ
る
よ
り
も
導
か
れ
る
こ
と
を

好
む
」
の
で
あ
り
、
ベ
ギ
ン
ホ
フ
も
、
「
ベ
ル
ギ
ー
女
性
の
、
こ
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と
さ
ら
誓
願
を
た
て
る
よ
り
進
ん
で
成
す
気
風
L
に
相
応
し
い

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
気
風
と
は
「
純
潔
の
誓
い
を
た
て

る
よ
り
、
純
潔
を
行
う
こ
と
を
好
む
」
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
同
じ
こ
と
を
行
う
に
も
、
外
的
強
制
に
よ
ら
ず
、
意

志
に
よ
る
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
考
え

よ
う
に
よ
れ
ば
誓
願
を
た
て
て
も
守
れ
な
い
と
き
は
守
れ
な
い

の
だ
か
ら
、
形
式
よ
り
実
践
を
重
ん
じ
た
こ
の
主
張
に
も
一
理

あ
ろ
う
。
他
方
、
清
貧
を
誓
わ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
も
、
財
産

を
一
度
に
す
う
か
り
放
棄
し
て
し
ま
う
の
で
な
く
、
手
元
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

い
て
有
効
に
利
用
す
る
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

　
で
は
、
日
課
か
ら
み
る
と
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
生
活
様
式
の

点
で
は
、
修
道
院
の
存
在
意
義
が
「
祈
り
」
に
集
約
さ
れ
る
と

す
れ
ぱ
ベ
ギ
ン
の
生
活
は
、
「
労
働
と
祈
り
」
の
二
語
に
集
約
さ

れ
、
労
働
と
祈
り
に
等
分
な
い
し
、
労
働
の
方
に
夫
き
な
比
重

　
　
（
3
7
〕

が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
修
道
院
で
は
寝
食
を
共
に
す
る
な
ど
共
同
生
活
の
色

調
が
強
い
の
に
対
し
て
、
ベ
ギ
ン
ホ
フ
内
の
生
活
は
多
様
で
あ

る
。
ベ
ギ
ン
ホ
フ
に
は
、
共
同
生
活
が
行
わ
れ
る
コ
ン
ヴ
ェ
ン

ト
と
、
個
人
生
活
が
保
た
れ
る
邸
宅
が
混
在
し
て
お
り
、
い
ず

れ
か
を
選
択
す
る
余
地
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
個
々

人
の
生
計
維
持
手
段
に
幅
が
あ
る
こ
と
も
ベ
ギ
ン
ホ
フ
の
特
徴

で
あ
る
。
ベ
ギ
ン
ホ
フ
に
は
年
金
生
活
老
は
ま
れ
で
あ
り
、
大

部
分
は
、
機
織
り
と
そ
れ
に
付
随
す
る
諸
工
程
、
手
芸
、
刺
繍
、

糸
紡
ぎ
、
レ
ー
ス
編
み
、
野
菜
売
り
、
収
穫
の
手
伝
い
、
洗
濯
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

ア
イ
ロ
ン
か
け
等
な
ん
ら
か
の
労
働
を
生
活
の
糧
と
し
て
い
た
。

　
ベ
ギ
ン
運
動
は
、
多
様
な
現
象
形
態
を
と
っ
た
が
、
そ
の
ひ

と
つ
の
到
達
点
と
も
言
え
る
ベ
ギ
ン
ホ
フ
を
特
徴
づ
け
る
の
は

生
活
形
態
と
生
計
手
段
を
限
定
し
な
い
雑
居
性
な
の
で
あ
る
。

六
　
ベ
ギ
ン
の
地
位
を
支
え
る
論
理

　
で
は
、
ベ
ギ
ン
ホ
フ
に
お
け
る
雑
多
な
生
活
の
混
在
を
許
容

し
、
か
つ
結
び
あ
わ
せ
て
い
た
原
則
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か

オ
イ
グ
ニ
ー
ス
の
マ
リ
ア
伝
の
作
者
で
あ
り
ベ
ギ
ン
運
動
の
擁

護
者
で
あ
っ
た
ヴ
ィ
ト
リ
の
ヤ
コ
ブ
の
言
葉
を
て
が
か
り
に
考

え
て
み
た
い
。

俗
世
を
捨
て
法
的
に
律
修
修
道
士
身
分
に
移
行
し
た
老
ぱ

か
り
で
な
く
、
福
音
の
戒
に
し
た
が
っ
て
主
に
仕
え
、
唯
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一
に
し
て
至
高
の
修
道
院
長
の
下
に
生
き
る
す
べ
て
の
キ

リ
ス
ト
教
徒
は
、
レ
グ
ラ
ー
レ
ス
5
碧
－
彗
窃
と
い
い
得

る
。
在
俗
の
共
住
聖
職
考
、
司
祭
は
、
彼
ら
の
規
則
を
も

ち
、
独
自
の
秩
序
と
制
度
を
ま
も
る
。
寡
婦
も
し
か
り
、

ま
た
乙
女
も
し
か
り
。
既
婚
老
の
オ
ル
ド
も
し
か
り
。
騎

士
、
商
人
、
農
民
、
そ
し
て
手
工
業
老
、
そ
の
他
の
従
老

は
、
多
種
多
様
な
互
い
に
異
な
る
固
有
の
律
畠
管
－
霧
を

も
ち
、
生
来
の
さ
ま
ざ
ま
な
職
能
に
応
じ
て
主
に
献
身
す

る
。
異
な
る
職
能
、
メ
ン
バ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
の
多

彩
な
仕
事
を
果
た
し
、
キ
リ
ス
ト
を
頭
と
す
る
教
会
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

う
身
体
の
手
と
な
り
足
と
な
る
。

　
修
道
院
に
入
る
ま
で
も
な
い
、
福
音
の
戒
め
を
ま
も
る
な
ら
、

ど
の
よ
う
な
職
能
に
あ
っ
て
も
、
修
道
生
活
を
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
の
だ
よ
、
と
ヤ
コ
ブ
は
説
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
現
在

で
は
あ
ま
り
に
も
よ
く
知
ら
れ
た
中
世
身
分
論
に
よ
れ
ば
、
杜

会
は
祈
る
者
、
戦
う
老
、
働
く
老
に
区
分
さ
れ
て
お
り
、
祈
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
型

考
が
最
も
高
く
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
や
は
り
よ

く
知
ら
れ
た
労
働
論
に
よ
れ
ぱ
、
中
世
世
界
に
お
け
る
労
働
は
、

楽
園
追
放
の
結
果
人
類
に
課
せ
ら
れ
た
苦
役
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
た
。
ヤ
コ
ブ
の
場
合
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
の
閻
の
垣
根
を

完
全
に
取
り
払
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
労
働
を
苦
役
と

し
て
卑
し
め
て
い
な
い
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
ヤ
コ
ブ
は
、
福

音
の
捷
を
律
と
す
る
生
活
が
、
修
道
士
の
生
活
に
匹
敵
す
る
こ

と
を
暗
示
す
る
。
そ
し
て
、
生
計
手
段
は
何
で
あ
れ
、
福
音
の

戒
に
し
た
が
う
意
志
さ
え
あ
れ
ぱ
、
宗
教
的
に
価
値
の
あ
る
生

活
は
可
能
で
あ
る
よ
、
と
説
く
の
で
あ
る
。

　
一
般
に
は
、
こ
う
し
た
考
え
方
が
で
て
く
る
の
は
、
も
っ
と

後
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
ヴ
ェ
ー
バ
ー
に
よ
れ
ぱ
、
「
修
道
士
的
禁
欲
を
世
俗
内
的
道

徳
よ
り
も
高
く
考
え
た
り
す
る
の
で
な
く
、
神
に
よ
ろ
こ
ぱ
れ

る
生
活
を
営
む
た
め
の
手
段
は
た
だ
一
つ
、
各
人
の
生
活
上
の

地
位
か
ら
生
じ
る
世
俗
内
的
義
務
の
遂
行
で
あ
っ
て
、
こ
れ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
仙
）

そ
が
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
『
召
命
』
《
思
昌
⇔
に
ほ
か
な
ら
ぬ
」

と
い
う
思
想
の
展
開
を
み
た
の
は
、
ル
タ
ー
が
最
初
で
あ
り
、

ル
タ
ー
以
前
に
は
、
困
①
2
｝
概
念
の
語
義
の
萌
芽
は
ド
イ
ツ
神

秘
家
の
ひ
と
り
（
タ
ウ
ラ
ー
が
想
定
さ
れ
て
い
る
）
の
ほ
か
に

は
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
語
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義
と
同
様
、
そ
の
思
想
も
宗
教
改
革
の
新
た
な
産
物
だ
っ
た
と

　
（
犯
）

さ
れ
る
。
’

　
確
か
に
、
ヤ
コ
ブ
の
思
想
に
は
、
《
｝
實
巨
》
概
念
こ
そ
用
い

ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
修
道
生
活
の
概
念
を
広
く
適
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ル
タ
ー
に
か
な
り
近
い
考
え
方
を
示
し
て

お
り
、
俗
人
に
職
業
生
活
を
通
じ
た
救
い
の
確
証
を
与
え
る
道

を
開
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ケ
ル
ン
市
の
人
口
規
模
を
考
え
る
時
、
マ
シ
ュ
ー
の
記
録
し

た
自
称
修
道
老
の
増
加
は
、
爆
発
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う

印
象
を
う
け
る
。
で
は
、
こ
と
さ
ら
世
俗
内
修
道
生
活
の
実
践

に
人
々
を
駆
り
た
て
た
も
の
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
、
と
考
え
を

進
め
る
と
、
士
二
世
紀
に
特
別
の
も
の
と
も
思
わ
れ
な
い
単
身

　
　
　
●

老
の
存
在
、
女
子
修
道
院
の
限
定
さ
れ
た
収
容
力
な
ど
に
よ
っ

て
は
、
説
明
の
つ
か
な
い
間
題
が
残
る
。
い
ず
れ
の
要
因
を
重

視
す
る
に
せ
よ
、
ベ
ギ
ン
運
動
は
、
結
婚
生
活
と
修
道
院
生
活

の
ネ
ガ
、
余
り
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
一
世
を
風

廃
し
た
流
行
現
象
に
は
別
の
推
進
要
因
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
推
進
要
因
は
、
在
俗
の
修
道
生
活
の
意

味
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
転
換
さ
せ
る
発
想
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
ヴ
ィ
ト
リ
の
ヤ
コ
ブ
に
み
る
思
潮
が
、
救
わ
れ
る
も
の
な

ら
救
わ
れ
た
い
と
い
う
民
衆
の
潜
在
的
願
望
と
出
会
っ
た
と
こ

ろ
に
、
ベ
ギ
ン
運
動
の
吸
引
力
は
生
ま
れ
た
。

　
し
か
し
、
聖
で
も
俗
で
も
な
い
も
の
を
追
及
し
た
ベ
ギ
ン
運

動
は
、
聖
か
俗
か
の
二
分
法
の
適
用
を
推
進
す
る
教
会
法
に
よ

っ
て
い
ず
れ
排
除
の
対
象
と
な
る
。
：
一
二
一
年
の
ヴ
ィ
エ
ン

ヌ
公
会
議
は
、
ベ
ギ
ン
を
「
誰
に
対
し
て
も
服
従
を
誓
っ
て
お

ら
ず
、
財
産
を
放
棄
し
て
お
ら
ず
、
認
可
さ
れ
た
修
道
会
則
に

従
っ
て
お
ら
ず
、
従
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
し
て
も
律
修
修
道
女

と
は
考
え
ら
れ
な
い
」
も
の
と
明
確
に
宣
言
し
て
、
半
聖
半
俗

の
地
位
の
廃
止
と
特
権
の
剥
奪
及
び
共
同
体
の
解
散
を
命
じ
る

　
　
竈
）

の
で
あ
る
。

（
1
）
　
］
≦
凹
暮
す
①
峯
勺
凹
ユ
9
0
＝
『
o
目
ド
凹
雲
＆
o
『
P
才
一
N
N
0
〇
一
メ

　
岩
戸
雪
卑
昌
旨
＞
コ
①
日
＝
竃
一
－
一
ミ
3
員
8
一
＞
げ
げ
8
ま
凹
巨
o

　
○
プ
H
o
邑
o
o
『
E
目
一
目
一
N
0
o
o
〇
一
ω
－
o
〇
一
ω
O
O
↓
匡
向
勾
Z
一
丙
．
幸
’

　
§
防
討
§
蟹
9
雨
這
s
ミ
、
き
“
o
ぎ
ミ
§
“
“
s
§
“
ミ
迂
、
膏
㌧
篶
向

　
岩
ざ
一
署
．
ω
岩
－
ω
8
一
；
O
O
O
Z
Z
向
－
r
■
幸
二
　
§
“

　
曇
ぎ
湧
§
、
雲
曇
ぎ
き
ミ
§
ミ
o
ミ
§
§
岩
8
一

　
〇
戸
』
ω
ド
ー
N
P
N
占
O
・
マ
シ
ュ
i
1
－
バ
リ
ス
に
つ
い
て
は
、
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＜
＞
ζ
o
｝
＞
ξ
勾
二
雪
斗
穿
①
考
勺
彗
－
9
H
睾
ε
巨
二
〇
き
§
ミ
ー

　
○
雪
呉
き
§
“
ミ
き
妾
㌧
§
o
嚢
淳
、
鳶
ぎ
き
“
§
㌣

　
討
§
き
h
§
ぎ
ミ
L
竃
ド

（
2
）
9
§
き
o
き
竃
§
§
涛
専
き
吻
ぎ
一
＆
』
O
O
－
昌
Z
－

　
○
向
戸
｝
①
岸
轟
町
q
①
N
昌
o
o
；
｛
血
｝
昌
〆
オ
o
巨
＝
｝
雪
E
目
庄

　
○
冒
犀
冒
『
－
O
o
ω
o
＝
ド
す
け
9
け
－
ω
一
＜
討
目
目
ρ
－
o
o
o
o
ド
o
」
I
o
べ
．

（
3
）
ω
O
C
H
匡
向
肉
～
丙
．
峯
二
ε
．
o
戸
曇
o
．

（
4
）
　
ω
O
∈
↓
■
向
宛
Z
一
カ
．
幸
j
o
P
o
」
戸
o
o
．
蜆
N
㌣
蜆
N
ω
．
ア
ー
セ

　
ン
に
よ
れ
ば
ケ
ル
ン
市
の
ベ
ギ
ン
用
コ
ン
ヴ
ェ
ン
ト
の
収
容
力

　
は
、
一
二
五
〇
年
頃
で
六
、
七
〇
人
、
二
二
〇
〇
年
頃
で
五
七

　
五
人
で
あ
り
、
年
代
記
の
数
字
と
は
大
き
な
開
き
が
あ
る
。
ア

　
ー
セ
ン
は
、
こ
の
開
き
を
年
代
記
の
数
字
は
不
正
確
な
た
め
と

　
し
て
説
明
す
る
が
、
ア
ー
セ
ン
の
議
論
も
あ
て
に
な
ら
な
い
。

　
ベ
ギ
ン
を
非
就
労
人
口
と
み
な
し
た
上
で
、
非
就
労
人
口
と
し

　
て
は
市
の
負
担
限
度
を
越
え
る
と
い
う
理
由
で
、
「
あ
り
え
な

　
い
」
数
字
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ベ
ギ
ン
に
な
っ
て
も
仕

事
を
や
め
る
必
要
は
な
か
っ
た
か
ら
、
こ
の
仮
定
は
あ
た
ら
な

　
い
。
ま
た
、
ア
ー
セ
ン
の
計
算
で
は
、
コ
ン
ヴ
ェ
ン
ト
に
居
住

　
し
な
い
ベ
ギ
ン
が
勘
定
に
は
い
っ
て
い
な
い
。
＞
ω
向
～
　
－

　
目
①
｝
①
o
頁
ぎ
8
ヲ
穴
邑
コ
ニ
目
一
』
§
s
良
§
き
｝
雰
ざ
蚤
き
“

　
さ
ミ
§
為
・
き
ミ
峯
ミ
ミ
き
ぎ
L
一
一
葛
§
ら
㌧
宣
虫
－
ラ

　
イ
ン
流
域
諸
都
市
に
お
け
る
ベ
ギ
ン
の
対
人
口
比
は
、

　
z
向
ζ
量
＞
z
z
I
貝
o
二
氏
ぎ
ぎ
泳
o
寺
8
鳶
ぎ
§
－
ミ
s
，
b
餐
、

　
昏
ミ
§
s
§
㌧
嚢
ミ
き
“
§
ミ
b
“
、
奏
§
、
　
ミ
、
営
冨
§

　
黒
ミ
翁
ミ
竈
亀
§
完
ぎ
ざ
L
畠
P
O
O
‘
富
－
轟
1

（
5
）
　
中
世
の
ベ
ギ
ン
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
中
世
の
ベ
ギ
ン
ー

敬
度
な
女
た
ち
の
軌
跡
－
」
『
一
橋
研
究
』
第
一
五
巻
第
三
号

　
（
一
九
九
〇
年
一
〇
月
）
、
八
一
－
一
〇
二
頁
、
池
上
俊
一
「
女

　
性
史
の
た
め
に
」
『
ク
リ
オ
』
創
刊
号
、
一
九
八
六
年
十
一
月
、

　
二
十
四
－
四
〇
頁
、
国
府
田
武
「
ベ
ル
ギ
i
中
世
の
ベ
ギ
ン
運

動
」
『
中
世
の
修
道
制
』
創
文
社
、
一
九
九
一
年
、
二
七
一
－
二

　
九
一
頁
。
北
西
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
の
．
ベ
ギ
ン
運
動
に
つ
い
て
の
基
本

　
的
文
献
は
、
…
〔
U
o
z
オ
向
■
ポ
申
幸
。
§
“
暑
ミ
§
吻
s
ミ
～

　
雲
曇
ぎ
ミ
辻
討
§
、
o
ミ
ぎ
ミ
㌧
ミ
“
き
怠
§
“
ミ
“
ミ
一
ぎ
・

多
§
き
雨
黒
冨
§
争
§
♪
畠
蟹
、
マ
ク
ド
ン
ネ
ル
以
後
の
文

　
献
は
向
－
冨
一
穴
’
　
｝
①
（
藺
目
）
巨
鳥
貝
　
ゴ
一
ト
§
＊
§
　
き
吻

　
ミ
“
き
ざ
ミ
～
く
0
F
F
H
竃
9
o
o
－
蜆
－
ミ
竃
山
o
o
8
一
－
戸
冒
①

　
ω
訂
－
；
8
藺
q
　
庄
鶉
　
句
『
｝
百
　
ぎ
　
O
H
o
⑦
コ
ω
ミ
①
ω
①
P
　
ω
①
ヨ
ー

冨
一
桓
O
ω
9
巨
昌
仁
邑
＝
腎
①
ω
討
N
膏
N
①
岸
ま
『
ま
…
O
q
8

　
向
＝
墨
σ
g
戸
－
『
寒
ミ
迂
向
、
ぎ
｝
“
き
．
妻
δ
、
§
b
“
§
“
辻
§

き
“
膏
一
巽
チ
、
s
戸
岩
o
。
卜
g
・
↓
占
o
。
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ベ

ギ
ン
、
ベ
ガ
ル
ド
の
異
端
に
つ
い
て
は
、
－
向
内
z
向
戸
戸
§
雨

き
ミ
雀
呉
§
“
寒
雨
留
ミ
“
ぎ
き
“
卜
亀
膏
、
ミ
、
、
守
ト
湊
一

－
彗
N
■
樺
山
絃
一
「
自
由
心
霊
派
の
異
端
」
（
合
田
雄
次
、
中
村

賢
二
郎
編
『
異
端
運
動
の
研
究
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、

　
一
九
七
四
年
所
収
）
、
樺
山
絃
一
『
ゴ
シ
ッ
ク
世
界
の
思
想
像
』

347



（148〕一橋論叢 第111巻第2号 平成6年（1994年）2月号

岩
波
脅
店
、
一
九
七
六
年
）
、
o
勾
ζ
z
o
童
＞
z
～
声
一
き
ぎ
、
－

篶
亀
き
膏
き
㎞
§
壽
ミ
膏
員
岩
3
（
邦
訳
、
今
野
國
雄
訳
グ

　
ル
ン
ト
マ
ン
『
中
世
異
端
史
』
創
文
杜
、
一
九
七
四
年
、
第
十

　
一
章
「
十
四
世
紀
に
お
け
る
異
端
的
な
ベ
ギ
ニ
派
と
ベ
ガ
ル
デ

　
ィ
派
」
、
八
四
－
一
〇
三
頁
）
。

（
6
）
　
語
源
論
争
に
つ
い
て
は
、
Z
－
雪
＞
r
＝
’
卜
S

　
曇
“
§
穫
一
H
8
o
〇
一
〇
り
」
山
3
o
勾
向
く
向
2
一
－
一
b
討
ト
慧
ミ
・

　
恕
き
、
■
§
．
S
§
一
－
旨
ド
O
O
」
－
墨
一
竃
O
U
0
2
署
向
－
ポ
向
．

　
ミ
．
一
〇
〇
．
9
ご
o
〇
一
お
o
－
お
o
〇
一
旨
向
z
9
＞
二
■
窃
げ
①
管
ぎ
鶉
①
一

　
－
鶉
一
〕
①
胴
胃
庄
ω
庄
宵
目
ω
庁
〔
｝
o
H
0
o
①
5
o
邑
言
篶
昌
①
2
①
く
竺
．
＞

　
o
8
o
o
ω
庄
．
自
目
－
写
『
①
冨
o
①
暮
」
8
一
ト
“
§
§
“
s
嚢
塞
（
－
竃
o
o
）
一

　
〇
〇
．
ω
8
－
ω
畠
一
勺
＝
－
－
－
勺
勺
向
z
一
■
．
－
；
．
一
旨
暑
“
亭

　
ぎ
o
§
ミ
㌧
o
o
恵
§
§
象
o
ミ
“
き
s
涼
ぎ
辻
〔
ミ
“
轟
二
旨
o
〇
一
〇
〇
．

　
H
ム
〇
一
z
c
｝
向
r
　
◎
＝
　
ミ
ミ
膏
ざ
、
膏
ミ
ざ
“
雨
　
墨
s
“
ミ
ミ
ミ
～

　
㎞
§
ぎ
｝
ざ
ミ
ミ
§
§
ぎ
き
ミ
き
昏
き
s
き
§
岩
べ
9
o
o
」
－
崖
．

（
7
）
O
丙
向
＜
向
～
－
’
8
1
睾
二
君
．
9
－
蜆
ド
3
H
塞
－
H
員
H
鼻

　
－
O
O
P
N
O
｛
1
曽
9

（
8
）
竃
向
Z
9
＞
’
8
1
o
戸
o
o
．
ミ
ω
－
駕
ド

（
9
）
　
…
o
O
◎
2
Z
向
－
貝
o
o
．
9
ゴ
o
P
お
ω
ム
宣
南
の
ベ
ギ
ン

　
に
つ
い
て
は
、
竃
＞
2
ω
向
－
－
－
宛
二
旨
ρ
す
く
o
q
く
向
内
z
o
く
一

　
－
．
一
留
｝
辻
ぎ
“
涼
曳
曇
ぎ
8
き
ミ
迂
“
一
－
㊤
o
o
㊤
（
留
“
、
、
§
ミ
ミ

　
｝
婁
“
ミ
ざ
ま
§
ミ
§
一
岩
g
－
）
一
ミ
＞
－
向
丙
｝
－
向
■
貝
一
く
．
F
一

　
向
＜
＞
之
9
＞
’
勺
二
き
ミ
包
8
県
§
“
曇
嚢
守
膏
吻
㌧

　
完
“
s
曇
呉
妻
討
§
曇
ミ
迂
、
汀
ト
壌
し
畠
〇
一
〇
p
蟹
－

　
切
仰
誉
－
1
凸
ω
岨
．

（
m
）
　
ω
O
葭
髪
－
O
↓
－
O
l
一
〇
〇
“
【
印
窃
一
〕
＝
『
o
q
①
『
｝
①
阻
目
o
目
チ
胆
目
ω
o
『
－
目
一

　
雪
岸
8
冒
写
8
一
ぎ
一
㌧
涼
ミ
貧
黒
ミ
曇
㎞
ミ
、
“
涼
豪
泳
h
沖
“
§

　
雰
h
ミ
h
ぎ
貴
貿
臼
、
討
ミ
ミ
、
留
§
き
雨
一
ご
易
一
く
o
目
＞
－

　
ω
8
げ
胃
一
－
O
O
㎝
O
O
山
O
O
呂
一
〇
〇
1
－
』
㊤
1
M
－
O
O
．

（
u
）
　
O
o
O
＝
－
≦
－
U
↓
一
〇
．
－
o
冒
9
ご
o
o
I
H
g
l
N
．

（
1
2
）
　
－
∈
O
■
向
勾
’
－
（
二
皇
“
ぎ
ミ
“
蓄
“
§
ミ
ミ
膏
ぎ
ぎ
）

　
－
O
O
O
O
N
一

（
∬
）
　
｝
C
O
雪
向
丙
一
宍
－
一
〇
P
o
津
－
－
O
P
H
1
o
o
‘

（
u
）
　
｝
¢
O
匡
向
丙
一
H
（
’
o
P
o
岸
1
－
o
戸
H
o
0
1
ω
H
－

（
1
5
）
　
女
子
人
口
過
剰
論
は
く
竃
　
ま
　
ミ
O
G
O
貝
　
＞
■
竃
二

．
．
一
〕
①
昌
o
宵
監
窒
訂
昌
暮
寿
訂
－
…
田
q
＜
彗
宗
z
o
o
己
①
ε
ぎ

　
z
①
o
胃
5
目
o
o
旨
o
o
山
o
o
8
、
、
し
箏
一
㌧
曾
§
“
s
“
9
8
ぎ
“
昏
ミ
泳

　
昏
、
き
き
、
ざ
ミ
き
ぎ
＜
O
H
．
9
曽
彗
『
一
〇
貝
－
湯
O
二
暑
－
H
S
－
H
0
9

　
＝
暮
－
ρ
内
’
完
之
暗
ぎ
婁
き
§
ミ
亀
ミ
、
§
“
ミ
、
専
o
ミ
o
ミ

　
ぎ
き
～
討
e
良
§
ミ
♪
o
o
．
N
0
o
－
N
㊤
一
〇
D
自
≦
O
Z
ρ
峯
’
↓
プ
o

　
｝
①
胴
E
－
目
o
竃
o
く
①
冒
①
目
↓
－
目
芹
す
①
ω
O
＝
苧
o
コ
一
－
o
峯
O
o
O
目
一
ユ
①
ω
一

　
＞
丙
①
顯
窪
①
黎
①
冒
①
巨
し
旨
一
｝
ミ
帝
ま
ミ
昏
、
、
ぎ
註
ざ
“
雰
ざ
ふ
・

　
㊤
§
b
“
雷
き
完
o
§
雨
＼
■
ミ
膏
弐
s
§
ミ
￥
ミ
b
“
冨
き
雰
ざ
、
－

　
涼
き
“
ぎ
㎞
薄
ざ
ミ
討
完
O
§
“
S
（
岩
O
O
㊤
）
一
〇
P
曽
－
S
．

（
1
6
）
　
ω
O
＝
⊂
－
｝
丙
一
～
‘
－
’
U
庁
｝
①
く
o
－
－
斤
①
『
冒
目
o
q
ω
ω
旨
自
斥
↓
＝
『
o
o
『

　
ω
s
串
｝
篶
亭
一
員
囚
－
冒
｝
『
①
－
ω
口
q
印
目
－
昌
ω
o
彗
①
昌
津
3
5
岸
巾
『
．

348



ベギン運動の理解における聖俗二分法の限界1149〕

　
竃
α
①
q
－
庁
＝
斤
9
冨
目
目
目
o
Ω
冨
目
N
①
自
9
目
彗
£
旨
g
岸
算
ぞ
o
目

　
○
昌
①
二
①
箏
螂
コ
凹
－
く
ω
9
－
目
一
ミ
．
向
＝
O
O
カ
向
O
匡
↓
一
（
①
匝
1
）
、
ざ
§
§
－

　
竃
酎
ミ
§
ミ
ミ
ミ
、
き
き
o
き
ミ
湊
〔
ミ
〔
き
、
ミ
き
ミ
ω
冬
、
－

　
竃
ぎ
轟
L
彗
㊤
．
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
・
イ
ム
・
ブ
ラ
イ
ス
ガ
ウ
市

　
の
一
四
九
六
年
か
ら
一
四
九
九
年
ま
で
の
対
ト
ル
コ
戦
臨
時
税

　
の
帳
簿
分
析
に
よ
る
。
聖
職
老
と
大
学
関
係
老
を
の
ぞ
い
た
同

　
市
の
住
民
構
成
は
男
子
一
七
〇
三
人
、
女
子
ニ
ハ
五
三
人
、
性

　
別
不
明
九
九
人
で
あ
っ
た
。

（
1
7
）
　
向
Z
Z
向
2
一
向
．
二
易
．
げ
く
戸
－
向
｝
■
O
O
↓
↓
一
§
“
き
き
“
－

　
§
、
ミ
｝
§
“
ぎ
畠
o
o
㊤
．
（
ま
§
s
“
§
き
、
膏
ざ
、
膏
ご
畠
o
o
卜
）
一
口
p

　
H
①
㊤
1
－
①
N
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

（
1
8
）
　
ω
｝
冬
O
Z
ρ
奉
．
一
〇
〇
l
o
芹
一
〇
．
⇒
二
≦
O
－
9
勾
－
一
§
、
§
－

　
、
ミ
良
ざ
ミ
　
～
　
ぎ
　
鳶
§
夷
§
ミ
“
　
き
涼
ざ
辻
亀
§
　
き
吻
　
艮
、
膏
㎞

　
、
s
ミ
ミ
軸
き
き
さ
s
ミ
＊
姜
之
却
貧
く
o
－
．
ド
H
竃
㎝
一
〇
ラ

　
ー
O
。
ω
－
畠
9
曽
甲
N
員
ω
ミ
ー
ω
↓
蜆
。
女
子
人
口
は
雇
用
機
会
を
求
め

　
て
都
市
に
向
か
う
。
特
に
都
市
が
犬
量
に
需
要
す
る
未
熟
練
の

家
内
労
働
は
、
主
に
単
身
女
性
に
よ
っ
て
満
た
さ
れ
た
。

　
ω
－
…
O
Z
ρ
ミ
’
o
o
．
ユ
戸
o
．
H
9

（
1
9
）
　
U
向
宍
向
く
N
向
戸
峯
1
＞
’
＞
名
①
9
ω
o
①
5
く
庁
σ
伽
o
q
目
ぎ
巴

　
叫
一
≦
o
コ
ω
凹
員
×
箏
－
①
g
×
－
＜
①
ω
討
o
－
①
ω
．
．
し
コ
一
ト
ミ
ざ
ミ
、
、
“
ざ

　
e
ミ
帝
“
ミ
き
㌻
§
ミ
ト
ミ
ざ
嚢
、
、
邑
ミ
ぎ
ぎ
蔓
“
g
、
、
ミ
蜆
ざ
“
§

　
ミ
き
s
ぎ
s
§
募
～
忘
s
ミ
ξ
ミ
o
ミ
帝
ミ
～
完
“
ミ
“
蟹
ミ
竃
ぎ

　
岩
O
．
9
暑
』
竃
－
N
8
■
設
立
老
不
明
が
ほ
か
に
一
六
館
あ
る
。

（
2
0
）
　
望
竃
0
2
ψ
ε
。
隼
二
署
．
轟
－
卜
市
外
出
身
者
に
触
れ
た

　
個
別
研
究
に
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
o
向
o
－
向
丙
－

　
ω
勺
向
z
o
－
｝
戸
甲
一
〇
討
｝
①
①
q
ぎ
①
目
弐
｝
印
器
一
ヲ
一
雰
、
ミ

　
“
淳
き
慧
さ
、
0
8
〔
ミ
h
ミ
ミ
§
、
ト
、
、
ミ
ミ
§
㎞
沖
ミ
§
昏
一
8

　
（
岩
＄
）
一
〇
〇
－
㌣
o
o
ω
一
昌
（
－
署
o
）
一
〇
p
墨
－
自
o
o
．
｝
江
－
－
－
－
勺
ω
一

　
U
’
§
“
曇
ぎ
亀
ぎ
き
き
“
§
、
い
ざ
萎
｝
ミ
磧
一
－
竃
蜆
－

（
2
1
）
　
O
丙
向
＜
内
2
一
－
’
皇
“
ト
慧
曇
、
ミ
曇
s
“
ミ
㌧
向
“
ミ

　
黒
、
奏
N
ミ
、
o
8
き
汁
寺
膏
き
、
　
§
蓄
§
§
寒
“
“
“
き
｝

　
◎
き
嚢
§
虜
“
ミ
　
“
§
　
き
h
“
§
ミ
膏
ぎ
、
討
、
一
　
畠
旨
1
　
P
昌
ど

　
＞
o
o
向
z
一
－
1
一
U
げ
｝
①
町
q
ま
①
目
す
宍
堅
貝
ト
ミ
ミ
s
膏
ミ
き
吻
ミ
蜆
ざ
－

　
蚤
き
“
§
さ
ミ
“
§
さ
、
昏
ミ
＞
ざ
～
“
ミ
“
“
ぎ
昌
（
岩
ミ
）
一
〇
〇
－

　
o
㌣
竃
一
勺
匡
－
■
－
－
勺
9
o
’
■
§
“
ミ
s
ぎ
§
“
き
§
良
9
§
竃
－

　
ぎ
お
㌧
㌧
吻
ぎ
亀
県
§
“
竃
o
ざ
、
慧
ミ
、
県
｝
§
ぎ
雨
、
鳶
一

　
岩
告
一
〇
ラ
農
－
N
0
〇
一
z
向
⊂
竃
＞
z
2
一
申
o
’
完
ぎ
ぎ
涼
o
ぎ
8

　
曇
ミ
“
ミ
ー
ミ
ミ
、
b
餐
き
ミ
ミ
8
雨
§
㌧
嚢
ミ
き
ぎ
～
ミ
辱
、
奏

　
～
ミ
、
ミ
蓼
“
ミ
■
“
ミ
§
轟
s
§
完
ぎ
“
ぎ
一
H
8
p
o
p
H
8
－

　
昌
①
一
宍
O
O
肉
Z
一
戸
奉
．
－
一
b
構
心
§
昏
o
e
雨
s
“
ミ
き
、
ざ
§
、
“
s

　
N
ざ
ざ
ミ
、
篶
き
ミ
ミ
き
昏
§
迂
“
＆
§
ミ
ミ
“
ぎ
畠
O
O
H
一
〇
P
H
貨
1

　
－
竃
’

（
2
2
）
　
－
≦
O
－
－
＞
↓
し
≦
二
§
“
き
o
、
“
§
、
￥
“
ミ
“
ミ
や
㌧
恕
㎞
㌧

　
s
ミ
蓬
ぎ
曽
o
ざ
、
き
汰
ざ
ミ
一
岩
o
o
9
（
卜
s
き
ミ
e
ミ
吻
s
ミ

　
ξ
“
ミ
㌧
篶
一
－
雪
o
o
）

（
2
3
）
　
O
肉
C
Z
O
…
＞
Z
Z
一
＝
＝
完
ミ
暗
萱
｝
“
黒
ミ
嚢
§
s
“
§
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ミ
、
討
ざ
、
膏
、
㌧
§
膏
δ
ミ
き
ミ
§
S
母
｝
ミ
亀
“
篶
8
ミ
O
ミ
宇

　
o
“
雨
ミ
ぎ
§
§
“
ミ
§
§
～
ミ
び
o
“
軸
ミ
き
、
き
討
“
ミ
“
き
ミ

　
黒
§
ざ
き
ミ
ミ
ミ
、
“
ミ
ミ
膏
“
募
“
ミ
ぎ
ミ
雨
ミ
ざ
ミ
§
亀
“
§

　
－
N
ミ
s
、
－
｝
旨
“
き
ミ
ミ
、
“
ミ
ミ
s
、
嵩
｝
“
、
ミ
雨
壌
き
、
ぎ
§
・

　
h
ぎ
雨
ミ
o
§
ミ
、
膏
ミ
き
、
き
ミ
冴
o
ぎ
“
ミ
雪
§
一
畠
竃
一
－
竃
9

　
o
o
」
き
山
震
一
5
’
o
①
鼻
ω
o
－
⑦
竃
湯
巨
ぎ
｝
①
o
q
巨
①
巨
冒
8
昌
目
o

　
穴
①
旨
雪
9
o
o
ω
、
．
句
『
9
o
目
Ω
9
ω
后
ω
、
、
一
z
o
＝
o
｝
9
旨
蠣
①
q
①
N
一
旨

　
O
O
ω
O
巨
O
軍
①
　
匝
胃
　
『
9
尉
｝
0
＝
竃
目
　
｝
O
峯
O
胴
⊆
コ
①
目
①
コ
　
ー
昌

　
竃
奉
8
厨
岸
實
一
ま
一
㌧
ミ
ミ
e
鳶
、
き
、
ざ
§
o
ミ
〔
ざ
討
ω
べ

　
（
岩
雷
）
一
．
o
ー
ミ
9

（
刎
）
　
o
宛
■
z
】
〕
…
＞
z
z
一
完
＆
嘗
サ
竃
尋
§
§
§
§
－
彗
9
p

　
ω
呂
．

（
2
5
）
　
旨
l
o
o
I
9
戸
o
l
曽
o
．
．

（
2
6
）
　
竃
o
U
O
Z
Z
向
－
r
o
P
a
ご
2
向
ζ
雲
＞
之
之
一
向
．
O
二
〇
冒

　
g
一
一
　
　
　
　
　
　
　
　
．

（
2
7
）
　
向
■
竃
一
丙
’
穴
9
N
R
o
庄
胃
オ
o
賞
…
①
司
S
筥
①
目
～
－
三

旨
ミ
§
ミ
さ
、
象
ミ
き
膏
N
（
岩
o
o
o
）
一
〇
p
§
ム
①
－

（
2
8
）
　
巨
．
o
o
l
g
r
o
．
宣
．
　
　
　
1

（
2
9
）
　
崖
1
o
o
．
q
戸
亭
己
’

（
3
0
）
　
句
内
向
向
貝
－
1
丙
二
C
ユ
量
目
O
①
く
o
－
o
o
昌
o
津
凹
目
o
苧
①

　
．
O
目
『
凹
－
≦
o
目
酎
＝
冒
自
．
ぎ
↓
巨
ユ
①
①
目
葦
1
0
o
箏
一
＝
q
O
①
『
冒
凹
目
ぎ

　
｛
p
§
ざ
、
ω
（
畠
s
）
一
〇
p
曽
H
I
N
ご
ω
↓
雪
2
一
戸
竃
－
一
§
“

　
ミ
、
電
サ
爵
ミ
o
§
§
県
o
o
蔓
“
㌧
－
～
§
－
－
§
．
U
－
黎
ら
巨
F

　
く
巴
①
ζ
邑
＜
胃
色
ξ
畠
べ
“
O
O
』
ω
O
0
1
㊤
．

（
3
1
）
　
Ω
肉
O
Z
O
竃
＞
Z
Z
一
＝
’
完
ミ
嘗
、
募
“
黒
ミ
構
s
§
ミ
“
§

　
…
’
－
竃
p
o
」
o
o
↓
1

（
3
2
）
　
2
向
q
竃
＞
之
Z
一
戸
O
’
o
P
9
け
二
〇
P
S
ム
ー
　
　
‘

（
3
3
）
　
ベ
ギ
ン
ホ
フ
の
現
況
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
近
代
以
降
の

　
ベ
ギ
ン
ホ
フ
ー
脱
キ
リ
ス
ト
教
化
の
過
程
と
キ
リ
ス
ト
の
花

嫁
た
ち
1
」
、
『
［
橋
研
究
』
第
一
七
巻
四
号
（
一
九
九
三
年

　
一
月
）
、
一
－
一
八
頁
。
ベ
ギ
ン
ホ
フ
制
度
に
つ
い
て
は

　
～
＝
－
－
－
勺
勺
向
z
一
－
」
．
；
’
b
“
曇
§
ぎ
o
§
ミ
㌔
o
o
慧
§
§

　
恕
8
ミ
“
き
§
冷
ぎ
ふ
き
訟
轟
一
H
胃
o
o
’
．
5
’
き
“
o
ミ
室
§
ミ
、
ミ

　
｝
翁
q
ミ
淳
o
e
雨
ぎ
§
ミ
養
§
淳
h
き
雨
防
ぎ
、
“
♪
H
o
卜
ω
．
宍
O
O
丙
乞
一

　
勺
’
蔓
s
“
o
§
ミ
ぎ
き
、
ぎ
s
、
“
ミ
s
“
ぎ
ミ
、
的
“
、
ミ
ミ
ミ
昏
き

　
ミ
ミ
き
§
§
§
L
㊤
o
。
ポ
ほ
か
多
く
の
文
献
が
あ
る
が
、
紙
幅

　
の
都
合
上
省
略
す
る
。
比
較
的
新
し
い
文
献
は
、
§
碁
§
釦

　
き
碁
“
s
㌧
δ
◎
“
§
、
｝
§
．
㌧
s
き
さ
§
ミ
膏
柴
ミ
“
膏
ミ
ざ
o
ミ
ー

　
冬
ミ
轟
§
ざ
賞
畠
o
。
ト
。
巻
末
文
献
目
録
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
3
4
）
　
巾
匡
－
ピ
ー
、
｝
向
Z
一
－
1
－
1
竃
’
き
、
O
§
坊
§
s
き
、
b
構
斗
ミ
ー

　
“
o
§
ぎ
H
違
芦
p
お
．

（
3
5
）
　
｝
匡
－
－
－
～
～
向
Z
一
F
－
…
二
b
雨
蔓
ミ
ぎ
s
§
ぎ
－
旨
o
〇
一
P

　
旨
メ
o
o
」
＄
－
岩
H
I

（
3
6
）
　
引
用
は
、
勺
＝
旨
弓
勺
向
～
■
」
．
量
．
一
〇
P
o
戸
暑
」
き
■

　
H
告
．

（
3
7
）
修
道
女
の
日
課
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
詳
し
く
述
べ
る
必
要
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は
な
い
で
あ
ろ
う
。
レ
ジ
ー
ヌ
・
ベ
ル
ヌ
ー
薯
、
福
本
秀
子
訳

　
『
中
世
を
生
き
ぬ
く
女
た
ち
』
白
水
社
、
一
九
八
八
年
（
勺
向
甲

　
z
o
q
貝
甲
一
ト
s
昏
§
§
雨
s
ミ
討
ミ
ら
、
s
o
甘
き
ミ
§
帝
夕

　
畠
o
．
o
）
四
二
－
四
六
頁
、
ア
イ
リ
ー
ン
・
バ
ウ
ア
薯
、
≦
竃
、

　
ポ
ス
タ
ン
編
集
、
中
森
義
宗
・
安
倍
素
子
訳
『
中
世
の
女
た
ち
』

　
思
索
杜
、
一
九
七
七
年
（
～
o
竃
戸
p
き
ミ
§
良
§
§
§
一

　
＆
．
σ
く
竃
．
…
’
勺
o
ω
↓
＞
～
畠
寄
）
一
勺
＞
雪
ω
ω
貝
…
1
一
卜
塞

　
ミ
O
S
§
－
S
ミ
ξ
§
ト
篶
一
畠
O
O
ω
一
〇
〇
」
ミ
ー
－
望
1

（
3
8
）
　
ベ
ギ
ン
の
生
計
維
持
手
段
に
つ
い
て
は
、
～
雪
－
弓
勺
向
ヌ

　
F
－
…
j
O
P
α
F
O
P
曽
－
－
N
冨
．

（
3
9
）
　
＞
～
勺
向
■
O
＜
＞
Z
勺
＞
ω
ω
向
～
U
’
き
、
o
ミ
嚢
ざ
ミ
ミ
亀
ミ

　
き
｝
構
“
§
ぎ
ミ
§
§
き
ざ
蒔
沖
§
“
吻
§
ミ
ぎ
、
ミ
§
ミ
｝
亀
ざ

　
O
0
9
0
轟
－
①
く
⑭
｝
凹
目
O
色
ぎ
胴
＜
．
C
．
＞
昌
ω
8
邑
印
ヨ
H
竃
戸
O
ロ
ー

　
㊤
1
－
O
．

（
4
0
）
　
さ
し
あ
た
り
、
U
G
｝
｝
一
Ω
’
卜
8
、
§
泳
o
ミ
ミ
o
o
ミ

　
、
、
｝
§
亮
ぎ
良
ミ
、
ミ
鳶
§
涛
§
“
L
雪
o
o
‘

（
4
1
）
　
マ
ヅ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
薯
、
大
塚
久
雄
訳
『
プ
ロ
テ
ス

　
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精
神
』
岩
波
書
店
、
一

九
八
九
年
改
訳
、
一
一
〇
頁
。
（
ミ
■
団
向
戸
竃
二
皇
“
ま
雪
－

　
ざ
ミ
茅
き
“
向
§
き
ミ
ミ
き
、
《
9
室
V
，
8
§
ぎ
茅
§
季

－
竃
ε

（
4
2
）
　
マ
ヅ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
前
掲
書
、
九
六
頁
。

（
4
3
）
　
ヴ
ィ
ェ
ン
ヌ
公
会
議
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
フ
ー
べ

ル
ト
・
イ
ェ
デ
ィ
ン
著
、
出
崎
澄
男
、
梅
津
尚
志
共
訳
、
『
キ
リ

ス
ト
教
会
公
会
議
史
」
、
エ
ン
デ
ル
レ
書
店
、
一
九
六
七
年
、
一

一
一
－
一
一
八
頁
。
（
』
向
目
～
甲
一
宗
ミ
§
き
§
ミ
“
轟
亭

h
ミ
き
章
岩
3
）
－
向
宛
之
向
戸
肉
一
一
〇
〇
1
o
芹
一
〇
－
ミ
弐
ニ
ピ
向
・

O
－
向
丙
一
ω
1
－
－
一
ミ
“
ミ
ミ
♪
o
o
l
H
｝
o
－
H
①
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）
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